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日系アメリカ人文学に現れた
　　　　　　　アイデンティティの問題
一ジョン・オカダとモニカ・ソネと
　　　　　　　　　ヨシコ・ウチダの作品から一一
坂　口　博　一
　日系アメリカ人文学で，登場人物のアイデンティティ（登場人物の国籍
がどこに帰属するのか）が問題に．なるのは，アメリカ西海岸にあった日系
人への人種差別と切りはなして考えられない。差別されなければ特に意識
して自分のアイデンティティを問うこともないからである。ところが日系
二世はれっぎとしたアメリカ国籍を持ちながら，外観や皮ふの色，それに
日系人であることで，主流である白人社会に受け入れてもらえなかった。
こう白人社会から差別されなければならない自分達はアメリカ人ではない
のか，それでは自分達はどこに帰属すればよいのかというアイデンティテ
ィの問題が，日系二世の間で強く問われてくるのは当然のことであった。
日系アメリカ人のアイデンティティの問題は，人間の心の苦悩を好んで題
材にする文学の格好のテーマになる。又，日系アメリカ人文学で，何らか
の形で日系人の生活を語るとすれば，日系人全員に重くのしかかっている
この問題はさけて通れない。事実，この問題に大なり小なりふれていない
日系アメリカ人作家は皆無であると言っていい。
　この問題に取り組むのに，大別して三つの姿勢を日系人作家は示してい
る。第一の姿勢は，日系アメリカ人としてのアイデンティティをゆるが
す，日系人であるが故の人種差別に真正面から抗議をしていく姿勢であ
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る。第二の姿勢は，第一の姿勢とは逆に，現実にあるアメリカ社会での人
種差別はそれとして受け入れ，その中で柔軟にふるまうことで自分の存在
を相手に徐々に受け入れさせ，日系アメリカ人としてのアイデンティティ
を確立していこうという姿勢である。第三の姿勢は，自分の両親（一世）
をはぐくんだ国，日本の文化や生活習慣を知ることで，自分のよって立つ
歴史や文化に誇りを持ち，日本人の血を引く日系アメリカ人という自分の
アイデンティティになんら恥ずべきものはないと納得する姿勢である。
《ジョン・オカダの場合》
　第一の姿勢を代表する作家はジョン・田川ダである。ジョンは，そもそ
もアメリカ人として素直に受け入れられないために中途半端な立場に立た
されざるを得ない日系アメリカ人の立場に耐えかねて，こう自作の中で抗
議する。
　“……Iam　llot　Japanese　alld　I　am　not　American．……Iwish　with　all
my　heart　that　I　were　Japanese　or　that　I　were　American．　I　am　neither
and　I　blame　you　and　I　blame　myself　and　I　blame　the　world　which　is
made　up　many　countries，　which　fight　with　each　other　and　kill　and　hate
and　destroy　again　and　agai豆．”
　上り言葉は，ジョン・オカダの小説『ノー・ノー・ボーイ』からの引用
で，主人公イチロウが母に向って言う言葉である。この言葉には，日系二
世という中途半端な立場に立たされた恨みがこもっているが，それには少
し説明がいる。「自分がはっきり日本人かアメリカ人であればよかった。」
と言っているのは，少くともそのどちらかであれば，イチロウはノー・ノ
ー・ {ーイの汚名を着なくてすんだからである。イチロウはアメリカ国籍
を持つれっきとした日系アメリカ人であるのに，第二次大戦のぼっ発にと
もない，敵性国民として隔離キャンプに収容された。この事実は，彼から
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アメリカ国民の権利を取り上げ，彼をアメリカ国民として認めないことに
なる。ところが戦局の変転に伴なって，キャンプに収容された二世でも，
もしアメリカ国家に忠誠を誓い実戦任務につく意志があれば，忠誠登録を
してアメリカ国民として兵役についてもよいとするアメリカ政府の政策の
転換があった。この機会に自分達のアメリカ国家への忠誠を示そうと，忠
誠登録をすませ入隊する日系アメリカ人二世も多くいたが，イチロウには
そうできなかった。自分から国民の権利を取り上げ自分を国民として認め
ない国のために，命を危険にさらしてまで国民の義務をはたす気持にはと
てもなれなかった。これは人間の尊厳の問題である。イチロウは忠誠登録
を拒否し，ノー・ノー・ボーイになり投獄される。彼がはっきり日本人で
あるか，アメリカ人として認められるかしていればこのような選択の苦境
に陥ることはなかった。ノー・ノー・ボーイの汚名は，さらにイチロウの
想像を越えて重くのしかかってくる。第二次大戦が連合国側の勝利に終る
と，イチロウは大戦中入隊を拒み投獄された一個人としてはすまされない
で，国家への忠誠を拒否したとんでもない反逆者にされてしまうのであ
る。白人からはもちろん，日系人仲間からもノー・ノー・ボーイとしてつ
まはじきにされる。そして彼のアメリカ社会での将来は完全に抹殺されて
しまう。イチロウは日系アメリカ人という自分の存在を呪い，日系アメリ
カ人という自分を作り出した親を呪い，さらに日系アメリカ人など作り出
す国家の存在を呪うのである（前出引用文）。逆にいえば，日系人だから差
別して隔離キャンプに入れられ，日系人だから忠誠登録をさせられ，日系
人だから反逆者にされてしまう。皆これは日系人であることからくるので
あるから，イチロウは日系人そのものを呪い，それを作り出した親や国家
を呪うのである。イチロウが特に憎しみを抱くのは国家の存在である。国
家を，イチロウは人種差別の張本人と見なすからである。国家はいつも有
力者や声の大ぎい多数者の意見のみを尊重して，少数者の意見を抹殺して
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しまう一ちょうどイチロウが個人の尊厳をかけて決めた忠誠登録へのノ
ー・ mーを投獄で罰したように。さらに国家は多数者と少数者の意見を調
整するよりは，国家権力を利用して多数者の声を少数者に押しつけてく
る。その結果として，日系アメリカ人のような少数グループはその利害を
正当に代表されることなく，いつも多数グループ（白人）の思いのまま
である一ちょうど日系人が隔離キ・ヤンプへ収容されたように。少数グル
ーフ．ﾍやがて多数グループに怯えはじめ，自分達の正当な権利を主張する
ことをあきらめて，多数グループに迎合するようになる。そして少数グル
ープの間でさえも，どちらが多数グループに気に入られているか競争を始
めるようになる。この点に関してイチロウの目は彼をノー・ノー・ボーイ
としてさげすみ嘲笑する他の二世に向けられる。彼らはイチロウを軽蔑す
るが，“なぜイチロウがノー・ノー・ボーイにならなければならなかった
か”誰も考える者はいない。ただ自分達が参戦したことで，アメリカ社会
に受け入れられるよりよい基盤iを作ったとして，それを失ったイチロウを
軽蔑するのである。自分達が差別を受ける立場にあって，その辛さを一番
知っているはずの日系人でありながら，自分の同胞に対してその弱点を見
つけて優越感にひたろうとする彼らの冷酷さに，イチロウは怒りの目を向
ける一「たかが参戦した位で，すっかりアメリカ人気取りでいるが，い
ずれ時間がたてば奴らも結局“ジャップ”にすぎないことがわかるだろう
に。」とイチロウの親友ケソジはなぐさめてくれるのだが。
　ジョン・オカダは，まず人種として差別され，次に少数者として差別さ
れ，さらに少数者同士として差別しあわなければならない日系人の三重苦
の存在を，イチロウを通して怒りをもって告発している。このようなジョ
ンの怒りは，現代アメリカ社会の少数老グループに対する差別撤廃をとな
える戦後生まれの『新二世』・三世によって組織される“イエロー・パワ
ー” Oループに継承されているといっていいかも知れない。特に彼らは日
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系アメリカ人としての自分達のアイデンティティを再評価し，もはや少数
民族に属することを恥じたりしない。彼らは今日，人種差別主義の遺物で
ある旧式の東洋人的生き方（アメリカに何でも同化しようとする姿勢）に
反逆して，積極的に“イエロー・パワー”の叫びを拡大している。ジョン
が生きていてこの運動に遭遇することがあったなら，きっと深い共感を覚
えたに違；いない。
《モニカ・ソネの場合》
　ジョン・オカダが日系人のアイデンティティの曖昧さに怒りをぶつける
反逆児であるとすれぽ，モニカ・ソネは，そのアイデンティティの曖昧さ
を，日系人のアメリカ社会における努力でできるだけそれを確固たるもの
に変えていこうとする優等生である。彼女の自伝『二世の娘』によれば，
モニカが白人と初めて生活を共にするようになるのは，彼女が肺結核をわ
ずらってノース・パイソズのサナトリュームに入院した時である。もちろ
んそれ以前にも小学校，ハイスクール，ビジネススクールを通して白人と
の接触はあったが，お互に家庭に出入りするような親密な交際はなかっ
た。サナトリュームで同室の二人の女性は，ワソダとクリスという二人の
白人である。ワソダは言葉使いが荒く，病院の規則などにことごとく挑戦
的だが，彼女の自分をさらけ出して物事にぶつかって行く開けっ広げな姿
勢には，モニカは驚きと新鮮な魅力を感じる。クリスの冗談にも目を見張
るものがあり，モニカは会話の楽しさを満喫する。クリスから紹介された
友達に対して，二世が目上の人達に対するように笑顔で聞き手にまわっ
て，相手からモニカが彼女に好意を感じていないではないかと誤解された
りもする。しかし，全体としてモニカはここできゅうくつな日系人社会か
ら解放されて，のびのびと自由を謳歌し始める。何事にも自分の自由な無
量度の大きい白人社会が，何事にも仕来りに縛られる日系人社会よりもは
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るかに暮しやすいからである。
　しかし，モニカがこの様な自由な闘病生活が送れたのは，白人の相手か
ら受け入れられたからである。ごとごとに相手から無視されたり，嫌がら
ぜをされたりしたら，モニカはとてもそこにいたたまれなかったろう。白
人の相手からモニカが受け入れられたのは，モニカは英語に不自由がなか
ったし，相手とあまり変らない生活習慣や考え方を身につけていたからで
ある。学校生活を通して白人の思考や生活様式にはある程度慣れていた
し，又当時の二世達は極力それらを取り入れることに熱心であった。いか
に日本人である一世が日本的な生活様式を二世に身につけさせようとして
も，現実に彼らがそこで生活しているアメリカ文化の魅力には勝てなかっ
た。子供は自分の与えられた状況を素直に受け入れて行くものである。二
世は好む好まざるにかかわらずどんどんアメリカナイズされていったし，
又彼らはそうなることを望んだのである。したがってモニカにとっても，
日本人（一世）の両親から育てられたことから来る多少の生活習慣や考え
方のずれはあっても，ワソダやクリスが彼女を人種差別なしに仲間として
受け入れてくれるかぎり，彼女達と同調して楽しくやって行くのに何の問
題もなかった。むしろその方がきゅうくつな日系人の家庭生活より楽しい
位だった。ただ，更に一そう彼女が病院で白人に深く受け入れられるよう
になったのは，彼女の“控え目な態度”による。この態度は彼女自身の性
格にもよるが，同時に日系人に共通なものでもある。上では，たまたま彼
女自身のこの態度が誤解を受けた例を述べたが，自分に何の意見もなくた
だ黙っていたり，ほほえんでいたりするだけではたしかに誤解を招くかも
知れない。しかし相手の発言を尊重し，できるだけ相手の立場に立って自
分の意見を調整することは，相手が白人であれ誰であれ好感を持たれる態
度であることに変りはない。特に白人の中では，自分がややもすれぽ偏見
を持たれやすい日系人の立場にあるから，極端に卑屈にならないかぎり，
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この態度はむしろ用心深い自然な態度といえよう。モニカも自分のそのよ
うな控え目な態度が歓迎されて，他の病室に移ったクリスから，彼女と同
室になりたい沢山の他の白人患者をさしおいて，又同室になってくれるよ
う頼まれる。
　モニカの例は，病院内でのささやかなものであるが，日系人が白人とう
まくやっていけるようになる典型的な過程を描いている。一般に有色系人
種のアメリカ入植者の二世・三世で，日系人ほど白人社会にうまく適応し
ている者はいないといわれる。それは日系人が今日のアメリカ社会におけ
る多くの成功者を出していることからも窺える。ダニエル・沖本はその著
『仮面のアメリカ人』の中で，日系人のアメリカ社会での成功について次
のように述べている。
　アメリカ本土の日系人が成功したのは，白人中産階級の規範に徹底的に適応し
たからである。適応の度合いが高いことは，二世の学生たちがみせる行動パター
ンにはっきり現われている。彼らは教室で非常におとなしく騒ぐことなどほとん
どなく，教師に口答えすることは絶対ないし，宿題はきちんとおくれないように
やる。清潔で小ぎれいな身なりをして礼儀正しい二世たちは，全般にヒッピー部
落に入ったり，“前衛運動”に参加する連中ではない。一部の戦後派二世たちが，
伝統的な行動様式に反抗し始めているとはいえ，大多数の日系人はやはり身体的
な外見をのぞけば，かっこいい“全米代表選手”の縮図なのだ。一山岡清二訳
　モニカの場合，さらにアメリカの白人社会での経験を積むことによっ
て，ただ単に気持よく相手に受け入れられる段階を脱却している。さらに
進んで，自分にそなわった日系人独特の思考様式を活用して，白人の中で
もユニークな発想をする独自の存在にまで自己を高めて行く。このように
なると，アメリカ文化の他に日本的文化に接していることが，白人とは違
う外観もふくめて，以前のような劣等感につながらなくなる。むしろ自己
の強みとして活用できるようになる。モニカは隔離キャンプを出て二年
後，クリスマスを父母と過すためにそこを再び訪れる。その折，モニカの
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母が「自分達両親が日本人であったぽかりに，本当にお前達子供には迷惑
をかけた（子供達まで隔離キャンプに収容されたことをいう）。」と言って
詫びた時，モニカは次のように答えるまでに，日系アメリカ人であること
に誇りを持つようになっていた。
　“No，　doガt　say　those　things，　Mama，　please．　If　only　you　kllew　how
much　I　have　challged　about　being　a　Nisei．　It　was1ゴt　such　a　tragedy．　I
doゴt　resent　my　Japa且ese　blood　ally　more．　I　am　proud　of　it，　i且fact，　be－
cause　of　you　alld　the　Issei　who’ve　struggled　so　much　for　us．　It’s　really
nice　to　be　born　into　two　cultures，1ike　gettillg　a　real　bargain　in　life，　two
for　the　price　of　one．　The　hardest　part，　I　guess　is　the　growing　up，　but
after　that，　it　can　be　interesting　and　stimulating．　I　used　to　feel　like　a
two．headed　monstrosity，　but　now　I　find　that　two　heads　are　better　than
oneノ，
　ここでつけ加えておきたいのは，モニカがこのように日系アメリカ人と
してアメリカ社会に受け入れられたのは，イチロウとまったく異ったアメ
リカ社会の環境にいたからである。つまりアメリカ社会の中でも人種差別
があまり表面に現れてこない環境にモニカはおかれていたが，イチロウ
は，大戦後も人種差別が憎悪に燃えて続いていた環境に身をおかなけれぽ
ならなかった。二人が隔離キャンプとプリズソをそれぞれ後にするのは第
二次大戦も終りが見えてきた同じ時期であった。しかし二人にこの様な受
け入れ環境の差が出たのは，モ口占はほとんど日系人に偏見を持たない東
部へ移ったからであり，イチロウは最も日系人の排斥がさかんな場所だっ
た西海岸（シャトル）に・帰ったからである。東部は人手不足で，日系人
であろうと，それを解消するためには歓迎したし，西海岸は，逆に日系
人がキャンプに収容されている間に流入してきた黒人や他人種であふれて
いた。そのような地理的条件の他に，もっと本質的に，モニカとイチロ
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ウがアメリカ社会に受け入れられたり受げ入れられなかったりするのは，
すでに述べたようにアメリカ社会の人種偏見に対する二人の態度の差であ
る。イチロウはそれを不合理なものとして倫理的に許すことができない
が，モニカは人種偏見があることを認めた上で，できるだけ自分を白人社
会に同化させることで，白人に人種差別の口実を与えるすきを作らないの
である。現実には，モニカのような日系二世が圧倒的に多く，出入にでき
るだけ同化することで人種として批判される口実をふうじておいて，民族
的にもちまえの勤勉と努力で，白人社会の中をほとんど彼らと対等の地位
を築くところまで昇っていったのである。
《ヨシコ・ウチダの場合》
　ヨシコ・ウチダは，日系アメリカ人のアイデンティティの曖昧さを次の
ように克服している。自分の両親の故国日本を訪れ，その勝れた文化に接
し，それを吸収することで，日本人の血統であることを誇りとするように
なる。つまり，たとえアメリカで，日系人であるが故にアメリカ人として
のアイデンティティを認められないとしても，日本人の血を引く日系人は
勝れた存在であるとして，なんらそのことを苦にしなくてもすむようにな
るのである。ヨシコは，その自伝『荒野への追放』によれば，子供の頃は
「自分は中味は日本人でないのに，どうして外見は日本人に見えるのか。」
と悩む少女であった。そして外見が日本人に見えるため，何か自分は一段
劣った存在として，おびえや劣等感を持った。学校では白人の仲間に入れ
てもらえず，公共の施設でも人種差別から間々そこへ入れてもらえず，
“少しでも白人のようになりたい”と願う存在であった。そのためには，自
分を他の白人の同級生と区別する日本語学校へ通うことすら拒絶した。ヨ
シコはその後成長してカリフォルニア大学に進むが，そこに在学中第二次
大戦が起って，トパーズ隔離収容所に収容される。その後スミスカレジの
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大学院で教育学を専攻した後で何年か教職についたが，やがてそれを辞
し，児童文学の道に入り今日に至っている。現在彼女は数々の著名な児童
文学賞を受賞した名声の高い児童文学作家である。その扱う題材は，ほと
んど日系人社会から取られており，物語の主人公は必ず日系人の少女であ
る。あの日系人であることを極度に恥じたヨシコの少女時代からは，この
ような日系人少女を主人公にした物語を彼女が書くようになるとは考えら
れないことである。自伝『荒野への追放』の中で，ヨシコは自分の創作目
的を「れっきとしたアメリカ人である日系アメリカ人の世界を，より広範
囲なアメリカ人にそのよき理解者になってもらい，さらに彼らに，アメリ
カにそのような独自の文化を持つ日系アメリカ人が存在することを誇りに
してもらいたいため。」としている。全般的に言って，日系人は成長するに
つれて，自分の日系人としての存在に自信を持つようになる。子供の時は，
自分の周辺の世界が絶対であり，しゃに無にそこへ受け入れられたいと思
い込む。それが成長するにつれて，いろいろな視点から自分の日系人であ
る立場を検討して見ることができるようになり，差別の理由もいわれない
ものと分ってくる。それによって，日系人としての，あきらめも含めた落
ち着きができてくる。ヨシコの場合も当然そうであったろう。その上ヨシ
コは彼女の日本人である両親を大変尊敬していた。彼女の自伝では，こん
な呼吸のあった素晴しい両親が，文通と写真だけの結婚でよくでぎ上るも
のだと驚ろいている。又同じ自伝で，日系人の有力者であった父の周辺に
集まってくる一世達に対しても，彼らの素朴で正直な人柄に高い評価を与
えている。このようにヨシコが自分の周辺を見まわした時，両親といい一
世といい日系人であるというアイデンティティになんら負の要素を見出す
ことはできない。むしろ誇りにすべきものである。自分も日系人であるこ
とを何ら恥じることはないと思えてくる。そうなると日系人のことをよく
わからないで，習慣的に差別している白人達に対して日系人の実態を知ら
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せてやりたい持気になる。それも，固定した偏見をまだ植えつけられてい
ない十代の少年や少女に対して特にである。そこにヨシコ・ウチダの前述
した創作目的が生まれてくる。又そこに彼女の少女から大人への成長もう
かがえる。そしてその成長が日系人としてのアイデンティティを受け入れ
易くするのは，すでに述べたとうりである。
　日系人であることのアイデンティティを受け入れる気持になっていたヨ
シコに，さらに積極的に，それをむしろ誇るべきものであり実に恵まれた
ものとして受け取れるようになる転期が訪れる。この転期は明らかに彼女
の創作態度の違いにもなって現われて来る。それは，彼女が真正面から日系
人に対する過去の不当な扱いを作品の中で論ずるようになったことである。
特に，それまで意識してさけてきた日系人の隔離キャンプ収容の問題を堂
々と取り上げるようになったことである。そして十代の少年少女に講演の
機会が与えられると，自分の隔離キャンプを扱った作品をいつも題材に取
り上げる。そして講演後彼女はその作品を書いた目的を必ず彼らにたずね
る。彼らの答が「日系人の隔離キャンプでの生活を伝えたかったから。」と
いう程度では満足しない。「そんな事が二度と起ってはならないから。」と
いう答が返ってくるまでは，彼女は質問を続けるという（自伝『荒野への
追放』）。一般に日系人の受けた差別や偏見を問題にすることは，今のアメ
リカ社会においてもかなり勇気のいることである。特に日系人の隔離キャ
ンプへの収容問題は，一般のアメリカ人に取ってはふれられたくない問題
である。この様な問題を真正面から取り上げ論じられる程，日系人として
の自信と自覚をヨシコに与えたものは何だったであろうか。それは，フォ
ード財団国外研究員として過した二年間の日本滞在である。その滞在によ
り，彼女は日系人としてのより深い自信と自覚を持つようになる。ヨシコ
は自伝『荒野への追放』で，二年間の日本滞在について次のようにしめく
くっている。
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　My　experie！1ce　in　Japall　was　as　positive　a皿dτestorative　as　the　evacua－
tioll　had　been　negative　and　depleting．　I　came　home　aware　of　a　new
dime皿sion　to　myself　as　a　Japanese　Americall　and　with　new　respect　alld
admiration　for　the　culture　that　had　made　my　parents　what　they　were．
The　circle　was　complete．　I　feel　grateful　today　for　the　Japa且ese　values
and　traditio：1s　they　instilled　in　me　and　kept　alive　in　our　home，　and　un－
1ike　the　days　of　my　youth，　I　am　proud　to　be　a　Japallese　America且a亘d
am　secure　in　that　knowledge　of　Inyse1£
　それでは，ここで彼女が述べているような日系人としての自信や自覚
を，彼女はいかにして二年の日本滞在中に持つようになったか考えてみた
い。ヨシコに，1981年に書かれた『ビンにたくす夢』という作品がある。
その物語の主人公リソコは，ちょうど作者の少女時代のように，学校や公
共の場で人種差別に悩まされている。これは自分の身体的特長がもたらす
もので，リソコはその特長にいつも悩み続けなければならない。このリソ
コの身体的特長のもたらす悩みを解決するのに，作者はすばらしい妙手を
用いている。それは，日本から叔母のワカをリソコの家庭にニケ月にわた
って滞在させることである。アーソト・ワカは日本人であるから，アメリ
カに来ても当然彼女の黄色人種である身体的特長を卑下したりはしない。
日本人として堂々と振るまう。リソコにとって，どのようなうまいなぐさ
めの言葉を聞くよりも，自分と同じ身体的特長を持つ人間が何の劣等感も
持たないでいられる事実の方がずっと大ぎな慰めになる。この様な解決法
は，明らかに作者が日本で体験したことを逆利用している。ヨシコは，外
観は全く日本人と変らないから，口をきかない限り日本では全く日本人と
して通せた。リソコをその身体的特長でなやませないようにするには，丁
度作者がそうであったように，リソコを日本につれてくればよいわけであ
る。それができなければ，日本の環境をリソコに逆輸出してやればよいわ
けである。『ビソにたくす夢』で，リソコに逆輸出された日本の環境が，ア
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一ソト・ワカだったわけである。それにしても，ヨシコにとって“人種的
主流”になるという日本での体験は，アメリカで味わう人種的偏見から解
放されて，大きな心の安らぎとなったことであろう。日本では白人がじろ
じろ眺められるのである。ヨシコは日本にいて始めて，人種差別の正体と
いうものを実感を持って知ることがでぎた。ただ単にどちらの人種が数が
多いかの問題にすぎないのである。
　日本に来てヨシコから取り除かれたのは，人種差別からの悩みと同時に
文化差別の悩みもあった。黄色人種がれき然と根づいている様に，日本文
化もここではれき然と根づいている。少しでも多くアメリカ文化に同化し
たいと望む日系人のつねとして，ヨシコもかつては白人の文化を日本の文
化より高く評価していた。このことは，ヨシコの書く色々な物語の中で，
ロ系人の子供が一世の持ちこんだ日本文化や日本的習慣（たとえばお灸）
をはやしたてたり，眉をひそめたりするところによく現われている。日本
に来て見ると，日本文化が主流であり，アメリカで見ると奇異に感じる日
本的習慣も自然な形でおさまっている。ある文化はそれだけ取り出して見
ても奇異に見える。それを生み出した母体と共に見て初めてその意味が分
る。ヨシコは日本ではごく自然に白人文化優位の色眼鏡をとって，日本文
化を口本人が眺めるように眺めることができた。このようにして彼女は，
日本滞在中祖父母の墓まいりをしたり，日本全国津々浦々を旅行して民話
の資料を収集して回り，自分の目で日本を確かめた。その間，民芸品の素
朴な魅力に引かれて，その巨匠達（河合寛次郎，柳宗悦の名も見える）に
も会い，彼らの作品だけではなく，その禅に基づく根本思想に深く共鳴し
ている。このようにしてヨシコは，彼女の中にある「日本人性」を当惑や
恥らいを感じることなく自認できるようになった。『ビソにたくす夢』で，
アーソト・ワカが，白人でありたいと願うリソコに言う次の言葉は，とり
もなおさずヨシコ・ウチダが日本滞在で得た結論でもあった。
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　“Rink（），　don，t　ever　be．　ashamed　of　who　yQu　argP，，　she　said。‘‘Just．　be　the
best　personアou　can．　Believe　i鷺your　owa　worth．　And　someday　I　know
you’11　b6包ble　to　feel　proud　of　yourSelf，　even　the．part　of　you　that’s　difり
ferent・。。…the　part　th．at’s　Japanese’「．
彼女は人種差別を超越して自分自身の人間としての価値を信じられるよ
うになり，自分の中の「日本人性」を誇りに思うようになるのである。
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